
特集  大学のお金～集め方と使い方

ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大
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経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒

学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

̶̶企業版ふるさと納税の特徴と大学の関与状況につ
いて教えてください。
　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、企業等が自治
体に寄付を行い、その資金を自治体が地方創生プロジェクトに
活用するという、民の力を使って地方創生を進める施策です。そ
のため、内閣府の地方創生推進事務局が、地方への「お金と人
の流れ」を政策的に創出するよう企画・運営を担っています。個
人版との違いは、「返礼品の禁止」と「最大約9割の税額控除」
にあります。寄付を行う企業は実質1割ほどの負担で、地方自治
体の取り組みを支援できます。当初、税額控除は約6割でした
が、2020年度に約9割まで拡大し、人材派遣型も新設したとこ
ろ、寄付件数、寄付金額が急増、2024年度の寄付件数は約1
万8500件、寄付額は約630億円に達しています。本制度に対
する自治体側の認識も高まり、企業とパートナーシップを結ぶ際
の最初の一歩として活用するところが増えています。2023年度
に実施された5,376事業のうち、「大学」というキーワードが含ま
れるものは215件（全体の約4％）と、大学が関与する例は多くは
ありませんが、優れた先行事例がいくつも見られます。
　例えば、鹿児島県曽於（そお）市が鹿児島大学共同獣医学部と
連携し、畜産獣医学拠点を整備して人材育成や新産業創造を行
う事業や、秋田市が市内6大学と組んで、市のプロモーションと人
材育成を行う事業のほか、徳島県神山町の神山まるごと高専や、
岐阜県飛騨市に2026年4月開学予定の「CoIU（Co-Innovation 
University）」のように、企業版ふるさと納税による寄付を教育
機関の設立資金に充当する例も出ています。ちなみに寄付者と
して地域に寄付をする学校法人も一部にはあるようです。

̶̶大学が企業版ふるさと納税に参画する際の大学
側、自治体側の、それぞれのメリットは？
 教育機関の設置や、曽於市のように施設整備をする場合は、
経済的なメリットが大きいと言えます。一方で、たとえ大学に直接
資金が入らなくても、自治体と連携した学びのサポートは地域貢

献そのものです。自治体と強固な信頼関係を築き、「地域になく
てはならない大学」として存在感を示すことが、中長期的な大学
の価値向上につながるでしょう。また、自治体側にとっても大学
と連携するメリットは少なくありません。近年、行政課題は複雑化
しており、大学の専門的な知見を必要とする分野が増えていま
す。特に脱炭素（GX）や新産業創出といった専門性の高い領
域において、大学の協力は心強いものとなるはずです。

̶̶大学が参画したい場合、どのようなプロセスを踏むと
よいでしょうか？
　本制度の実施主体は地方自治体です。まず自治体が「地域再
生計画」を策定し、国の認定を受ける必要があります。大学は自
治体の計画に協力し、自治体が受け入れた寄付金の一部を事
業経費として活用する立場で参画します。まずは大学がその自治
体で「何をしたいのか」を明らかにし、自治体と対話をしてみてく
ださい。具体的には自治体の地方創生や企業版ふるさと納税
の担当部署に相談する、あるいは学長や理事長が、首長や副
市長などの自治体トップへ直接打診するといったアプローチが
考えられます。その後、計画の調整や予算化、議会の承認と
いったプロセスを経て、自治体が国に「地域再生計画」を提出し
認定を受け、大学が関わる体制やしくみが整えられて初めて事
業が始まります。最初の対話から実際、大学が寄付金を受け取
るまでは、一定期間を見込む必要があります。
　本制度は「官民連携」のきっかけとなることをめざして創設さ
れましたが、今後はさらなる「産官学連携」への発展が望まれま
す。現在の制度運用は2027年度が1つの区切りとなっていま
すが、これまでの成果を見れば、期限が延長される可能性は十
分にあります。この制度をきっかけに、自治体と大学が、「これか
らの地域をどう描くか」という共通のビジョンを持ってほしいと
願っています。大学には、受動的な姿勢にとどまるのではなく、自
学のリソースを活用した地域の課題解決策の積極的な提案を
期待しています。

※「創基151年筑波大学50周年記念基金」には、「サッカー場（旧第１サッカー場）の改修」「陸上競技場の改修」プロジェクト、2023年度までのFSP も含む

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

一般基金（寄付） 
     スポーツ基金
     附属病院寄附金
     紫峰会基金
     留学生後援会基金
     修学支援事業基金
     研究者の卵サポート基金
     創基151年筑波大学50周年記念基金※

     現物資産活用基金

【図表20】特定寄付メニュー
企画の3つのステップ

【図表21】寄付メニューの例と寄付額の推移～筑波大学の例

①

②

③

【図表22】寄付者や寄付金額を増やす施策例 

学内に寄付事業となり得る支援が必
要な活動はないか発掘する（P.15の
ステップ1の棚卸し）

▶ステークホルダーに対する大学のあらゆるコンタクトチャネルを活用する（広
報誌、同窓会誌、保護者向け送付物、SNS、HP、入学式、卒業式、学祭、
ホームカミングデー、同窓会、保護者会等のイベント、部活やサークル、退職
者の会、地域向けイベント、企業向け説明会、教員の共同研究先etc.)▶あら
ゆるチャネルを使うためにも、寄付に対する全学の意識を醸成し、横断的な協
力体制をつくる

▶特設サイトをつくる（基本的なコンテンツ例：学長等からの募集の趣旨説明や
寄付依頼のメッセージ、寄付メニュー、寄付金の支払い方法、税制上の優遇措
置、寄付金額ごとの特典・謝意、問い合わせ先、FAQ、新着情報、寄付者への
感謝のメッセージ＜学長等からのものや、支援を受けた学生等からのもの＞、寄
付者から大学への応援メッセージ、寄付受入実績、寄付による支援実績、寄付
申込フォーム、Web芳名録）クラウドファンディングのサイトを参考にするとよい
▶特設サイト内での寄付申し込みまでの導線を短くする▶大学公式サイトのトッ
プページのわかりやすい場所に寄付特設サイトへのリンクを張る▶学外者にわ
かりにくいサイト、表現になっていないか等の、学外者によるチェックを行う

▶大口寄付を得るには、「高い質のアプローチ」を行う（学長による個別訪問
など）▶高齢者層ほど寄付率が高い。その層には、謝意として、金額に応じた
芳名板や、学長からの感謝状を贈呈すると、案外効果あり

▶新規よりも過去の寄付者にリピートしてもらう確率のほうが高くコストも安く
すむため継続的にコミュニケーンを取る▶寄付後、直ちに感謝する、その後も
継続的、定期的に感謝と活用報告を行うしくみをつくる（複数回の接点が次
の寄付につながる）▶継続寄付のしくみをつくる

▶大学公式サイトのトップページのわかりやすい場所に寄付特設サイトへの
リンクを張る▶特設サイトの開設▶特設サイト内での寄付申し込みまでの導
線を短くする▶寄付への熱い想いが湧き上がったら自宅のPCやスマホです
ぐ寄付できる支払方法を導入（クレジットカード、電子マネー等）▶高額寄付が
見込める年配者は振込を好む場合もあるので、その手段も残しておく

ステークホルダーの属性により異な
る支援対象や支援事業を整理し、①
とマッチングさせて考える

想定する寄付者が寄付で得られる価
値や意義等、寄付する理由を考える

133,250
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22,455

669

21,051

370
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学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

A

特
定
基
金（
寄
付
）

 

各基金

寄付者を増やす

あらゆる
チャネルを
活用する

寄付額を増やす

リピーター
を増やす

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

大口寄付
を増やす

支払いの
利便性を
高める

寄付特設
サイトを
つくる

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
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＊ZEN大学資料を基にBetween編集部にて作成 

【図表】日本財団のサポートによるZEN大学の奨学金

＊日本財団「18歳意識調査 第62回 国や社会に対する意識（6カ国調査）」。 対象：日本・アメリカ・イギリス・中国・韓国・インドの17歳～19歳男女　回答数：各国1,000人（2024年）

公益財団から見た
“社会から応援される大学”とは？
公益財団法人 日本財団 経営企画広報部
ソーシャルイノベーション推進チーム リーダー

高階 大輔
̶̶日本財団が高等教育プロジェクトをスタートさせた
背景を教えてください。
　高等教育プロジェクトは、ZEN大学を運営する「学校法人日本
財団ドワンゴ学園」の設立、ミネルバ大学の日本拠点設置などを
総括した取り組みです。背景には、AIの台頭や社会構造の急速
な変化に加え、子どもたちの特性に応じた教育へのニーズの高ま
りがあります。われわれは「日本の教育モデルは均質化されていな
いか」という懸念を持っていました。当財団が実施した「18歳意識
調査」＊では、日本の若者は他国と比べて自己肯定感が乏しく、
「自分は他人から必要とされている」「自分には人に誇れる個性が
ある」という設問に対する肯定回答割合が際立って低くなってい
ます。こうした若者が前向きに生きられるように、ZEN大学やミネ
ルバ大学への支援を通じ、既存の教育モデルに代わる“オルタナ
ティブ”を提示していきたいと考えています。

̶̶ZEN大学の運営やミネルバ大学の支援において、
具体的にどのような役割を担っているのでしょうか。
　ZEN大学に関しては、「奨学金」と「リアルな体験の提供」とい
う2つの側面から支援を行っています。まず奨学金については、2
つの制度を設けています。一つは、「日本財団ZEN大学奨学
金」。これは、授業料全額に加え、入学検定料と入学金も免除す
るものです。国の修学支援新制度ではカバーしきれない層へ手を
差し伸べるため、世帯年収の条件を「700万円未満」と高めの設
定にし、経済的理由で学びを諦める若者を一人でも減らすことを
めざしています。もう一つは、「特待奨学生支援制度」です。大学
での学業にとどまらず、実社会で優れた活動を行う学生に対し、年
間原則50万円を支給し、その挑戦を後押ししています。
　「リアルな体験の提供」については、100を超える地域・企業連
携プログラムを設けています。オンライン中心の大学だからこそ、
実社会との接点を重視してのものです。当財団は長年培ってきた
ネットワークを生かし、学びのフィールドを提供しています。例えば、
財団が運営・支援する「子ども第三の居場所」や「ハンセン病資

料館」、さらには全国の提携自治体などを紹介し、実践の場の創
出につなげています。一方、ミネルバ大学に関しては、日本拠点の
設立支援に加え、社会課題解決を軸とした学習プログラム「シ
ビック・プロジェクト」を支援しています。このプロジェクトは世界各
地で実施されていますが、日本においてはより深い探究を促すた
め、和歌山県田辺市「人口減少」「食文化とサステイナビリ
ティ」、兵庫県姫路市「人口減少」、岩手県陸前高田市・釜石市
「防災・復旧・復興」「人口減少」の3つのフィールドへ学生を送り
出し、地域特有の課題に挑む実践的な学びを提供しました。

̶̶今後の展望について、お聞かせください。
　当財団の支援のスタンスは、永続的に大学をサポートすること
ではなく、あくまで自走を促すことです。ZEN大学については、授業
動画の制作といった初期投資こそ必要ですが、キャンパスの維持
費などの固定費を抑えられる強みがあります。教育の質を高く保ち
ながら、運営を継続していくことは十分に可能であると考えていま
す。将来的には卒業生や社会全体からの支援も受けながらの運
営体制をめざしています。寄付が集まる大学には、母校を誇りに
思う卒業生の存在があります。重要なのは社会で活躍する卒業
生が母校を支えるという支援の好循環をつくること。ZEN大学も、
理念に共感する方々や卒業生に支えられる、未来に開かれた「夢
のある大学」へと育てていきたいです。

̶̶大学のファンドレイジングのあり方については、ど
のようにお考えですか。
　財団に寄付をしてくださる方々は、長いスパンで社会の未来を見
据えています。実際に、ZEN大学の奨学金には当財団の「子ども
サポート基金」を充てていますが、ここに寄せられるのは、「次世代を
担う子どもたちの未来のために役立ててほしい」という長期的な視
点に基づいた寄付です。既存の大学がこの思いに応えて助成を得
るためには、表面的なアピールに終始してはいけません。「この大学
が存在し、卒業生が羽ばたくことで、よりよい未来が開ける」という展
望の提示が社会からの信頼を得る鍵になるのではないでしょうか。

たかしなだいすけ●2016年、日本財団に入会。コミュニケーション
部にて主に広報・広告業務を担当した後、海洋事業部において海洋
環境事業の支援業務などに従事。2023年6月より現職。

・授業料を全額免除
・入学初年度は入学検定料
および入学金も免除

・生計維持者 /学生の学費・生活費を負担する
　者の収入合算が700万未満
・生計維持者の収入証明・事業所得等、
　ZEN大学で学ぶ意欲を基に選考

主な条件／選考基準 支給金額奨学金の種類

・社会的な実績のある学生
・研究や活動での活躍が期待できる学生
・応募書類、教職員による面談により選考 人口減少に直面する姫路市・家島諸島の小学校で

児童と給食を共にするミネルバ大学の学生たち。

・年間原則50万円、
　例外的に100万円を
　分割支給する

日本財団
ZEN大学
奨学金

特待奨学生
支援制度

（単位：千円）
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